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前
野
良
沢
か
ら
福
沢
諭
吉
に
至
る
ま
で
、
中
津
藩
は
多
く
の
蘭
学
者
を
輩
出
し
、
日
本
の
蘭
学
の
発
展
と
近
代
化
の
た
め
に
大
き
な
貢

献
を
し
た
藩
で
あ
る
。
中
津
藩
の
蘭
学
の
発
展
は
、
奥
平
昌
鹿
や
奥
平
昌
高
と
い
っ
た
、
歴
代
の
藩
主
が
蘭
学
に
理
解
を
示
し
、
自
ら
が

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
っ
て
家
臣
に
蘭
学
を
学
ば
せ
、
人
材
を
育
成
し
た
こ
と
に
特
色
が
あ
る
。

中
津
城
三
代
目
の
藩
主
奥
平
昌
鹿
二
七
四
四
～
一
七
八
○
）
は
母
の
骨
折
を
長
崎
の
蘭
方
医
吉
雄
耕
牛
が
見
事
に
治
療
し
た
こ
と
か

ら
蘭
学
に
興
味
を
抱
き
、
藩
医
前
野
良
沢
二
七
二
三
～
一
八
○
三
）
を
長
崎
に
派
遣
し
た
二
七
七
○
年
）
。
良
沢
は
藩
主
の
期
待
に

応
え
、
タ
ー
ヘ
ル
・
ア
ナ
ト
ミ
ア
を
杉
田
玄
白
ら
と
翻
訳
し
て
、
蘭
学
の
開
祖
と
な
っ
た
こ
と
は
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
。

中
津
市
立
村
上
医
家
史
料
館
に
は
「
長
寿
」
と
書
か
れ
た
良
沢
の
書
が
残
さ
れ
て
い
る
。
「
虚
心
、
石
を
友
と
す
」
と
い
い
な
が
ら
、

名
利
も
浮
世
の
交
際
も
捨
て
て
ひ
た
す
ら
学
問
に
没
頭
し
た
天
才
蘭
学
者
で
あ
っ
た
。

会
長
講
演

中
津
藩
藺
学
と
パ
イ
オ
ニ
ア
精
神

Ｉ
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治
前
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史
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し
て
Ｉ
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五
代
目
藩
主
奥
平
昌
高
二
七
八
一
～
一
八
五
五
）
は
薩
摩
藩
主
・
島
津
重
豪
の
次
男
と
し
て
天
明
元
年
（
一
七
八
二
、
江
戸
に
生

ま
れ
た
。
中
津
藩
主
昌
男
の
死
去
に
伴
い
、
中
津
藩
主
奥
平
家
の
養
子
と
な
り
、
昌
男
の
娘
八
千
姫
と
婚
儀
を
挙
げ
、
寛
政
九
年
（
一
七

九
七
）
名
実
と
も
に
中
津
藩
主
と
な
っ
た
。
シ
ー
ボ
ル
ト
と
も
親
交
し
、
江
戸
屋
敷
は
オ
ラ
ン
ダ
屋
敷
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
の
建
物
ま
で
あ

り
、
熱
烈
な
オ
ラ
ン
ダ
通
と
な
っ
た
。
自
ら
も
オ
ラ
ン
ダ
語
を
学
び
、
日
本
で
最
初
の
和
蘭
辞
書
「
蘭
語
訳
撰
」
二
八
一
○
年
）
、
三
番

目
の
蘭
和
辞
書
「
中
津
バ
ス
タ
ー
ド
辞
書
」
（
一
八
二
二
年
）
を
出
版
し
た
。
こ
れ
ら
の
辞
書
に
関
与
し
た
蘭
学
者
は
前
者
は
神
谷
弘
孝
、

後
者
は
大
江
春
塘
（
一
七
八
七
～
一
八
四
四
）
で
あ
る
。
と
も
に
長
崎
に
留
学
し
て
そ
の
影
響
を
受
け
た
。
昌
高
は
同
じ
く
長
崎
に
留
学

さ
せ
て
い
た
村
上
玄
水
の
九
州
で
の
最
初
の
人
体
解
剖
を
許
可
し
た
（
一
八
一
九
年
）
。
玄
水
は
解
剖
の
記
録
を
「
解
臓
記
」
と
し
て
残

し
、
そ
の
家
は
三
○
○
○
点
の
医
学
史
料
を
蔵
す
る
村
上
医
家
史
料
館
と
し
て
保
存
公
開
さ
れ
て
い
る
。

幕
末
に
な
る
と
中
津
の
蘭
学
は
次
第
に
民
間
の
医
師
が
中
心
に
な
り
、
奥
平
藩
が
そ
れ
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
形
へ
と
な
っ
て
ゆ
く
の

が
特
色
で
あ
る
。

嘉
永
二
年
二
八
四
九
）
、
辛
島
正
庵
（
一
七
七
九
～
一
八
五
七
）
を
初
め
と
す
る
中
津
の
医
師
十
名
は
、
長
崎
に
赴
き
、
種
痘
の
た

め
の
バ
タ
ビ
ア
由
来
の
痘
苗
を
入
手
し
、
中
津
に
持
ち
帰
っ
て
種
痘
に
成
功
し
た
。
辛
島
家
に
は
、
四
○
○
点
を
越
す
医
学
史
料
が
発
見

さ
れ
た
。
中
津
医
学
校
の
基
礎
と
な
っ
た
中
津
医
学
館
は
、
種
痘
の
成
功
に
市
民
が
感
動
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金
が
集
り
、
文
久
元
年

二
八
六
二
、
勢
溜
に
設
立
さ
れ
、
種
痘
館
と
し
て
も
大
い
に
活
用
さ
れ
た
。
医
学
館
は
、
明
治
に
な
っ
て
か
ら
西
洋
医
学
教
育
の
必
要

性
か
ら
医
学
校
へ
と
発
展
的
に
解
消
さ
れ
た
。

明
治
四
年
二
八
七
二
、
中
津
医
学
校
校
長
に
就
任
し
た
大
江
雲
澤
二
八
二
二
～
一
八
九
九
）
は
「
医
は
仁
な
ら
ざ
る
の
術
、
務

め
て
仁
を
な
さ
ん
と
欲
す
」
と
い
う
、
今
日
医
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
意
味
す
る
医
訓
を
残
し
、
外
科
医
と
し
て
の
み
な
ら
ず
教
育

者
と
し
て
優
れ
た
業
績
を
残
し
た
医
師
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
大
江
雲
澤
の
家
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
華
岡
青
洲
の
画
像
や
多
数
の
華

岡
流
外
科
手
術
図
が
発
見
さ
れ
、
当
時
の
中
津
藩
か
ら
華
岡
塾
の
大
坂
分
塾
に
五
名
の
医
師
が
派
遣
さ
れ
、
学
ん
で
い
た
こ
と
が
判
明
し
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基
徳
の
養
子
田
代
義
徳
（
一
八
六
四
～
一
九
三
八
）
は
、
明
治
三
十
三
年
二
九
○
○
）
文
部
省
留
学
生
と
し
て
、
ド
イ
ツ
に
留
学
、

ベ
ル
リ
ン
大
学
で
は
ウ
ォ
ル
フ
教
授
、
ハ
ィ
デ
ル
ベ
ル
グ
大
学
で
は
ブ
ル
ピ
ウ
ス
、
ウ
ィ
ー
ン
大
学
で
は
ロ
ー
レ
ン
ッ
、
ウ
ル
ッ
ブ
ル
グ

大
学
で
は
ホ
ッ
フ
ァ
教
授
に
学
び
、
整
形
外
科
を
専
攻
し
た
。
明
治
三
十
七
年
（
一
九
○
四
）
に
帰
国
、
明
治
三
十
九
年
（
一
九
○
六
）

五
月
九
日
本
整
形
外
科
の
開
祖
と
し
て
、
初
代
東
大
整
形
外
科
教
授
に
就
任
し
、
さ
ら
に
は
大
正
十
五
年
二
九
二
六
）
、
日
本
整
形
外

学
の
近
代
化
に
貢
献
し
た
。

た
。
そ
の
ほ
か
に
「
解
体
新
書
」
や
「
重
訂
解
体
新
書
」
な
ど
も
発
見
さ
れ
て
お
り
、
前
野
良
沢
を
生
ん
だ
流
れ
が
幕
末
で
も
続
い
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。
雲
澤
は
「
撤
瘡
経
験
方
叙
」
と
い
う
医
訓
の
中
で
、
文
献
や
経
験
の
み
に
頼
り
過
ぎ
る
医
療
の
恐
さ
を
指
摘
し
、
自
分
の

犯
し
た
医
療
事
故
に
つ
い
て
も
記
載
し
て
い
る
。
自
ら
の
頭
で
よ
く
考
え
、
先
人
の
教
え
を
謙
虚
に
学
ぶ
こ
と
の
重
要
性
を
述
べ
て
い
る
。

中
津
医
学
校
の
病
院
長
を
務
め
た
藤
野
玄
洋
（
一
八
四
○
～
一
八
八
七
）
は
、
緒
方
洪
庵
の
適
塾
で
蘭
学
を
学
び
、
長
崎
の
医
学
枝
で

ボ
ー
ド
イ
ン
よ
り
外
科
学
、
眼
科
学
を
学
び
、
大
分
医
学
校
の
設
立
建
白
書
を
大
分
県
に
提
出
し
、
そ
の
実
現
に
苦
心
し
た
。
明
治
十
年

（
一
八
七
七
）
、
西
南
戦
争
勃
発
の
た
め
下
関
に
月
波
楼
医
院
を
設
立
、
戦
傷
者
の
収
容
に
備
え
た
が
、
こ
の
医
院
は
妻
ミ
チ
に
よ
っ
て
、

春
帆
楼
と
い
う
料
亭
と
な
っ
て
、
日
清
戦
争
の
講
和
条
約
の
談
判
会
場
と
し
て
歴
史
に
そ
の
名
前
を
残
し
た
。

江
戸
末
期
中
津
出
身
の
外
科
医
と
し
て
、
松
本
良
順
ら
と
医
学
会
の
始
ま
り
で
あ
る
、
「
医
学
会
社
」
を
起
こ
し
た
り
、
「
外
科
手
術
」

を
著
し
、
「
医
事
新
聞
」
「
文
園
雑
誌
」
な
ど
の
医
学
雑
誌
を
創
刊
し
た
田
代
基
徳
二
八
三
九
～
一
八
九
八
）
が
知
ら
れ
て
い
る
。
基
徳

の
実
父
は
松
川
北
渚
と
い
い
、
福
岡
黒
田
藩
の
儒
学
者
、
亀
井
昭
陽
の
高
弟
で
あ
り
、
多
能
村
竹
田
、
頼
山
陽
と
も
交
遊
し
た
儒
医
で
あ

る
。
亀
井
一
族
の
漢
学
は
中
津
に
も
影
響
を
お
よ
ぼ
し
て
い
た
。
基
徳
は
緒
方
洪
庵
の
適
塾
に
学
ん
だ
．
適
塾
に
は
福
澤
諭
吉
を
は
じ
め

中
津
か
ら
十
一
人
が
学
ん
で
、
幕
末
の
中
津
藩
蘭
学
者
に
影
響
を
お
よ
ぼ
し
た
。
基
徳
は
明
治
元
年
二
八
六
八
）
「
切
断
用
法
」
を
出

版
し
、
整
形
外
科
の
礎
と
も
な
る
業
績
を
残
し
た
。
洪
庵
が
西
洋
医
学
所
頭
取
に
な
る
と
と
も
に
、
江
戸
に
移
り
、
講
師
と
し
て
蘭
学
を

教
え
た
。
そ
の
後
、
大
学
東
校
（
東
京
大
学
医
学
部
の
前
身
）
で
大
助
教
と
な
り
、
後
に
陸
軍
軍
医
学
校
校
長
と
な
っ
て
日
本
の
軍
陣
医
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科
学
会
初
代
会
長
と
し
て
、
整
形
外
科
の
発
展
に
大
い
に
貢
献
し
た
。
義
徳
は
整
形
外
科
の
領
域
を
外
科
か
ら
独
立
さ
せ
た
の
み
な
ら
ず
、

運
動
器
を
広
範
囲
に
扱
う
専
門
領
域
と
し
て
外
傷
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
肢
体
不
自
由
施
設
に
至
る
ま
で
取
り
扱
う
科
と
し
て
発

中
津
に
こ
の
よ
う
な
パ
イ
オ
ニ
ア
が
出
現
し
た
背
景
に
は
藩
を
あ
げ
て
官
民
が
一
体
と
な
り
取
り
組
ん
だ
蘭
学
の
背
景
が
あ
る
。
前
野

良
沢
た
ち
の
蘭
学
に
か
け
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
明
治
以
降
も
継
承
さ
れ
、
明
治
一
九
年
二
八
八
六
）
献
体
解
剖
を
行
っ
た
田
原
春
塘
は
田

原
淳
二
八
七
三
～
一
九
五
三
を
養
子
に
迎
え
、
や
が
て
ド
イ
ツ
に
留
学
さ
せ
て
刺
激
伝
導
系
の
発
見
へ
と
結
実
し
た
。

展
さ
せ
た
。
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